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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の行および複数の列を含むマトリクス状に配列された複数の画素を有し、
　前記複数の画素のそれぞれに設けられた画素電極、前記画素電極に電気的に接続された
スイッチング素子、行方向に延びる複数本の走査線および列方向に延びる複数本の信号線
を有するアクティブマトリクス基板と、
　前記アクティブマトリクス基板に対向する対向基板と、
　前記アクティブマトリクス基板と前記対向基板との間に設けられた液晶層と、
　前記複数本の信号線のそれぞれに正極性または負極性の階調電圧を表示信号として供給
する信号線駆動回路と、を備え、
　前記複数の画素は、互いに異なる色を表示するｍ種類（ｍは４以上の偶数）の画素を含
む液晶表示装置であって、
　前記複数本の信号線のうち、前記ｍ種類の画素のうちのある１種類の画素を挟んで隣接
する２本の信号線には、互いに同じ極性の階調電圧が供給され、
　前記複数本の信号線のうち、前記ｍ種類の画素のうちの前記ある１種類の画素以外の画
素を挟んで隣接する２本の信号線には、互いに逆の極性の階調電圧が供給され、
　前記アクティブマトリクス基板は、列方向に延び、前記２本の信号線の間に設けられた
付加信号線であって、前記スイッチング素子に電気的に接続されておらず、前記２本の信
号線に供給される階調電圧とは逆の極性の階調電圧を供給される付加信号線をさらに有す
る液晶表示装置。
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【請求項２】
　前記ｍ種類の画素のうちの前記ある１種類の画素の開口率は、他の少なくとも１種類の
画素の開口率よりも低い請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記付加信号線は、前記複数本の信号線のうちの前記２本の信号線とは異なる信号線に
電気的に接続されており、
　前記ｍ種類の画素のうち、前記付加信号線が接続された信号線を介して前記画素電極に
階調電圧を印加される画素は、他の少なくとも１種類の画素よりも小さい請求項１または
２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記複数の画素は、赤を表示する赤画素、緑を表示する緑画素、青を表示する青画素お
よび黄を表示する黄画素を含む請求項１から３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記２本の信号線の間に位置する前記ある１種類の画素は、前記緑画素および前記黄画
素の一方である請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記付加信号線は、前記複数本の信号線のうちの前記２本の信号線とは異なる信号線に
電気的に接続されており、
　前記ｍ種類の画素のうち、前記付加信号線が接続された信号線を介して前記画素電極に
階調電圧を印加される画素は、前記緑画素および前記黄画素の他方である請求項５に記載
の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記付加信号線は、前記複数本の信号線のうちの前記２本の信号線とは異なる信号線に
電気的に接続されており、
　前記ｍ種類の画素のうち、前記付加信号線が接続された信号線を介して前記画素電極に
階調電圧を印加される画素は、前記緑画素または前記黄画素である請求項４に記載の液晶
表示装置。
【請求項８】
　前記アクティブマトリクス基板は、行方向に延びる補助容量線と、前記補助容量線に略
平行に延び、前記補助容量線に電気的に接続された冗長補助容量線と、をさらに有する請
求項１から７のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　それぞれが行方向に沿って連続するｍ個の画素によって規定される複数の絵素を有し、
　前記複数の絵素のそれぞれ内で、隣接する２個の画素の前記画素電極には、互いに逆の
極性の階調電圧が印加され、
　前記複数の絵素のうちの行方向に沿って隣接する２個の絵素において、同じ色を表示す
る画素の前記画素電極には、互いに逆の極性の階調電圧が印加される請求項１から８のい
ずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記信号線駆動回路は、行方向に沿って並ぶ複数の出力端子を有し、
　前記複数の出力端子は、行方向に沿って連続するｍ個の出力端子がそれぞれに属する複
数の出力端子群を含み、
　前記複数の出力端子群のそれぞれ内で、互いに隣接する２個の出力端子は、互いに逆の
極性の階調電圧を出力し、
　前記複数の出力端子群のうちの行方向に沿って隣接する２つの出力端子群において、同
じ番目の出力端子は、互いに逆の極性の階調電圧を出力する請求項１から９のいずれかに
記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記信号線駆動回路は、行方向に沿って並ぶ複数の出力端子を有し、
　前記複数の出力端子のうちの互いに隣接する２個の出力端子は、互いに逆の極性の階調
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電圧を出力し、
　前記液晶表示装置は、前記複数本の信号線と前記複数の出力端子とが一対一で接続され
た接続領域を有し、
　前記接続領域は、ｉ番目（ｉは自然数）の信号線とｉ番目の出力端子とが接続された順
接続領域と、ｊ番目（ｊはｉとは異なる自然数）の信号線と（ｊ＋１）番目の出力端子と
が接続され、且つ、（ｊ＋１）番目の信号線とｊ番目の出力端子とが接続された逆転接続
領域と、を有する請求項１から９のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　請求項８に記載の液晶表示装置の表示欠陥修正方法であって、
　前記複数本の信号線のうちから、前記複数本の走査線のいずれかと短絡している信号線
または断線している信号線を特定する工程と、
　前記特定された信号線の短絡発生箇所または断線発生箇所を表示信号が迂回するように
、前記付加信号線および前記冗長補助容量線を用いて迂回経路を形成する工程と、を包含
する表示欠陥修正方法。
【請求項１３】
　前記迂回経路を形成する工程は、
　短絡発生箇所または断線発生箇所よりも上流側に位置する前記冗長補助容量線と前記特
定された信号線とを電気的に接続する工程と、
　前記上流側の冗長補助容量線と前記付加信号線とを電気的に接続する工程と、
　短絡発生箇所または断線発生箇所よりも下流側に位置する前記冗長補助容量線と前記特
定された信号線とを電気的に接続する工程と、
　前記下流側の冗長補助容量線と前記付加信号線とを電気的に接続する工程と、
　前記上流側の冗長補助容量線、前記下流側の冗長補助容量線および前記付加信号線をそ
れぞれ所定の箇所で切断する工程と、を含む請求項１２に記載の表示欠陥修正方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、互いに異なる色を表示する４種類以上の画素に
よってカラー表示を行う液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、液晶表示装置が様々な用途に利用されている。一般的な液晶表示装置では、光の
三原色である赤、緑、青を表示する３個の画素によって１個の絵素が構成されており、そ
のことによってカラー表示が可能になっている。
【０００３】
　しかしながら、従来の液晶表示装置は、表示可能な色の範囲（「色再現範囲」と呼ばれ
る。）が狭いという問題を有している。そこで、液晶表示装置の色再現範囲を広くするた
めに、表示に用いる原色の数を増やす手法が提案されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、図１５に示すように、赤を表示する赤画素Ｒ、緑を表示する
緑画素Ｇおよび青を表示する青画素Ｂに加えて黄を表示する黄画素Ｙを含む４個の画素に
よって１個の絵素Ｐが構成された液晶表示装置８００が開示されている。この液晶表示装
置８００では、４個の画素Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｙによって表示される赤、緑、青、黄の４つの原
色を混色することにより、カラー表示が行われる。
【０００５】
　４つ以上の原色を用いて表示を行うことにより、三原色を用いて表示を行う従来の液晶
表示装置よりも色再現範囲を広くすることができる。本願明細書では、４つ以上の原色を
用いて表示を行う液晶表示装置を「多原色液晶表示装置」と称し、三原色を用いて表示を
行う液晶表示装置を「三原色液晶表示装置」と称する。
【０００６】
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　また、特許文献２には、図１６に示すように、赤画素Ｒ、緑画素Ｇおよび青画素Ｂに加
えて白を表示する白画素Ｗを含む４個の画素によって１個の絵素Ｐが構成された液晶表示
装置９００が開示されている。この液晶表示装置９００では、追加された画素が白画素Ｗ
であるので、色再現範囲を広くすることはできないものの、表示輝度を高くすることがで
きる。
【０００７】
　しかしながら、図１５に示した液晶表示装置８００および図１６に示した液晶表示装置
９００のように１個の絵素Ｐが偶数個の画素から構成されていると、ドット反転駆動を行
った場合に、横シャドーと呼ばれる現象が発生し、表示品位が低下してしまう。ドット反
転駆動は、表示のちらつき（フリッカと呼ばれる。）の発生を抑制する手法であり、印加
電圧の極性を１画素ごとに反転させる駆動方法である。
【０００８】
　図１７に、三原色液晶表示装置にドット反転駆動を行った場合の各画素への印加電圧の
極性を示し、図１８および図１９に、液晶表示装置８００および９００にドット反転駆動
を行った場合の各画素への印加電圧の極性を示す。
【０００９】
　三原色液晶表示装置では、図１７に示すように、同色の画素への印加電圧の極性が、行
方向に沿って反転する。例えば図１７中の１行目、３行目、５行目の画素行では、左側か
ら右側に向かうにつれて、赤画素Ｒへの印加電圧の極性は正（＋）、負（－）、正（＋）
となり、緑画素Ｇへの印加電圧の極性は負（－）、正（＋）、負（－）となり、青画素Ｂ
への印加電圧の極性は正（＋）、負（－）、正（＋）となる。
【００１０】
　これに対し、液晶表示装置８００および９００では、１個の絵素Ｐが偶数個（４個）の
画素から構成されているので、図１８および図１９に示すように、各画素行で同色の画素
への印加電圧の極性が全て同じになってしまう。例えば図１８中の１行目、３行目、５行
目の画素行では、赤画素Ｒおよび黄画素Ｙへの印加電圧の極性は全て正（＋）であり、緑
画素Ｇおよび青画素Ｂへの印加電圧の極性は全て負（－）である。また、図１９中の１行
目、３行目、５行目の画素行では、赤画素Ｒおよび青画素Ｂへの印加電圧の極性は全て正
（＋）であり、緑画素Ｇおよび白画素Ｗへの印加電圧の極性は全て負（－）である。
【００１１】
　このように、行方向で同色の画素への印加電圧の極性が全て同じになってしまうと、単
色でウィンドウパターンを表示したときに横シャドーが発生してしまう。以下、図２０を
参照しながら横シャドーが発生する原因を説明する。
【００１２】
　図２０（ａ）に示すように、低輝度の背景ＢＧに囲まれるように単色で高輝度のウィン
ドウＷＤを表示するとき、ウィンドウＷＤの左右に、本来の表示よりも高輝度となる横シ
ャドーＳＤが発生することがある。
【００１３】
　図２０（ｂ）には、一般的な液晶表示装置の２個の画素に対応する領域の等価回路を示
している。図２０（ｂ）に示すように、各画素には薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１４が設
けられている。ＴＦＴ１４のゲート電極、ソース電極およびドレイン電極には、それぞれ
走査線１２、信号線１３および画素電極１１が電気的に接続されている。
【００１４】
　画素電極１１と、画素電極１１に対向するように設けられた対向電極２１と、画素電極
１１と対向電極２１との間に位置する液晶層とによって、液晶容量ＣLCが構成される。ま
た、画素電極１１に電気的に接続された補助容量電極１７と、補助容量電極１７に対向す
るように設けられた補助容量対向電極１５ａと、補助容量電極１７と補助容量対向電極１
５ａとの間に位置する誘電体層（絶縁膜）とによって、補助容量ＣCSが構成される。
【００１５】
　補助容量対向電極１５ａは、補助容量線１５に電気的に接続されており、補助容量対向
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電圧（ＣＳ電圧）を供給される。図２０（ｃ）および（ｄ）に、ＣＳ電圧およびゲート電
圧の時間変化を示す。なお、図２０（ｃ）と図２０（ｄ）とでは、書き込み電圧（信号線
１３を介して画素電極１１に供給される階調電圧）の極性が互いに異なっている。
【００１６】
　ゲート電圧がオン状態となり、画素への充電が開始されると、画素電極１１の電位（ド
レイン電圧）が変化し、この際、図２０（ｃ）および（ｄ）に示すように、ドレイン・Ｃ
Ｓ間の寄生容量を介してＣＳ電圧にリップル電圧が重畳される。図２０（ｃ）と図２０（
ｄ）との比較からわかるように、リップル電圧の極性は、書き込み電圧の極性に応じて反
転する。
【００１７】
　ＣＳ電圧に重畳されたリップル電圧は時間とともに減衰する。書き込み電圧の振幅が小
さい場合、つまり、背景ＢＧを表示する画素では、ゲート電圧がオフ状態となる時にリッ
プル電圧はほぼゼロとなる。一方、書き込み電圧の振幅が大きい場合、つまり、ウィンド
ウＷＤを表示する画素では、リップル電圧が背景ＢＧを表示する画素に比べて高くなるの
で、図２０（ｃ）および（ｄ）に示しているように、ゲート電圧がオフ状態になる時にＣ
Ｓ電圧に重畳されたリップル電圧は減衰しきっておらず、ゲート電圧がオフ状態になった
後もリップル電圧は減衰する。そのため、ＣＳ電圧の影響を受けるドレイン電圧（画素電
極電位）は残存しているリップル電圧Ｖαに起因して本来のレベルからずれる。
【００１８】
　同じ画素行内で、逆の極性のリップル電圧同士は相殺するように働くが、同じ極性のリ
ップル電圧は重畳してしまう。そのため、図１８および図１９に示したように、行方向で
同色画素への印加電圧の極性が全て同じになってしまうと、単色でウィンドウパターンを
表示したときに横シャドーが発生してしまう。
【００１９】
　横シャドーの発生を防止する技術が、特許文献３に開示されている。図２１に、特許文
献３に開示されている液晶表示装置１０００を示す。
【００２０】
　液晶表示装置１０００は、図２１に示すように、赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび
白画素Ｗによって構成される絵素Ｐを有する液晶表示パネル１００１と、液晶表示パネル
１００１に設けられた複数本の信号線１０１３に表示信号を供給するソースドライバ１０
０３とを備える。
【００２１】
　ソースドライバ１００３は、それぞれが複数本の信号線１０１３のそれぞれに一対一で
対応する複数の個別ドライバ１００３ａを有する。複数の個別ドライバ１００３ａは、行
方向に沿って並び、それぞれ正極性または負極性の階調電圧を出力する。
【００２２】
　一般的なソースドライバでは、隣接する２個の個別ドライバから出力される階調電圧の
極性が必ず逆である。つまり、ある水平走査期間においてソースドライバから出力される
階調電圧の極性は、行方向に沿って正、負、正、負・・・と必ず反転する。
【００２３】
　これに対し、液晶表示装置１０００のソースドライバ１００３では、隣接する２個の個
別ドライバ１００３ａから出力される階調電圧の極性は、必ずしも逆ではない。つまり、
ある水平走査期間においてソースドライバ１００３から出力される階調電圧の極性は、行
方向に沿って基本的には反転するが、正、正あるいは負、負と同極性が連続することもあ
る。
【００２４】
　具体的には、複数の個別ドライバ１００３ａを連続する４個ごとに複数の個別ドライバ
群１００３ｇに区分したときに、各個別ドライバ群１００３ｇ内において隣接する２個の
個別ドライバ１００３ａから出力される階調電圧の極性は逆であり、且つ、奇数番目の個
別ドライバ群１００３ｇのｓ番目（ｓは当然１～４の整数）の個別ドライバ１００３ａか
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ら出力される階調電圧の極性と、偶数番目の個別ドライバ群１００３ｇのｓ番目の個別ド
ライバ１００３ａから出力される階調電圧の極性とが逆である。そのため、各個別ドライ
バ群１００３ｇ内では、個別ドライバ１００３ａから出力される階調電圧の極性が行方向
に沿って反転するが、個別ドライバ群１００３ｇ同士の境界部分では、同極性が連続する
ことになる。
【００２５】
　このような構成により、液晶表示装置１０００では、各絵素Ｐにおいて、行方向に沿っ
て隣接する２個の画素の画素電極に互いに逆の極性の階調電圧が印加され、且つ、行方向
に沿って隣接する２個の絵素Ｐにおいて、同じ色を表示する画素の画素電極に互いに逆の
極性の階調電圧が印加される。そのため、行方向に沿って同色画素への印加電圧の極性が
揃うことがなく、横シャドーの発生を防止することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２６】
【特許文献１】特表２００４－５２９３９６号公報
【特許文献２】特開平１１－２９５７１７号公報
【特許文献３】国際公開第２００７／０６３６２０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２７】
　しかしながら、特許文献３に開示されている技術を用いると、特定の画素が、同じ極性
の階調電圧を供給される信号線１０１３に挟まれることになる。図２１に示す構成では、
青画素Ｂは、自らの画素電極に対応する信号線１０１３と、隣の白画素Ｗの画素電極に対
応する信号線１０１３との間に位置しており、これらの信号線１０１３に供給される階調
電圧の極性は同じである。このように、同極性の信号線１０１３の間に位置する画素では
、表示輝度が本来のレベルからずれ、表示品位が低下してしまう。以下、この理由を、図
２２を参照しながら説明する。
【００２８】
　図２２（ａ）に示すように、画素に充電が行われた後に信号線１０１３に供給される表
示信号（ソース信号）が変化すると、ソースとドレインとの間の寄生容量（ソース・ドレ
イン間容量）Ｃｓｄを介して画素電極の電位（ドレイン電圧）も変動する。このときの変
動量ΔＶは、ソース信号の変化量（振幅）Ｖｓｐｐ、ソース・ドレイン間容量Ｃｓｄおよ
び画素容量Ｃｐｉｘを用いて下式（１）で表される。
　ΔＶ＝Ｖｓｐｐ・（Ｃｓｄ／Ｃｐｉｘ）　　　　　　・・・（１）
【００２９】
　ある画素の画素電極の電位は、その画素の画素電極に階調電圧を供給するための信号線
１０１３（以下では「自ソース」と呼ぶこともある。）の電圧変化だけでなく、その画素
に行方向に沿って隣接する画素の画素電極に階調電圧を供給するための信号線１０１３（
以下では「他ソース」と呼ぶこともある。）の電圧変化の影響も受ける。そのため、図２
２（ｂ）に示すように、自ソースの信号の極性と他ソースの信号の極性とが逆であれば、
画素電極の電位の変動量ΔＶは、キャンセルされる。
【００３０】
　ところが、従来の液晶表示装置１０００において、同極性の信号線の間に位置する画素
では、自ソース信号の極性と他ソース信号の極性とが同じであるので、ΔＶがキャンセル
されない。そのため、ΔＶの分だけドレイン電圧が低下し、液晶層に印加される実効的な
電圧が低下する。そのため、表示輝度が本来のレベルからずれてしまう。その結果、例え
ばノーマリブラックモードでは、表示が暗くなり、表示品位が低下する。この表示品位の
低下は、例えば、列方向に延びるライン状の表示むら（縦シャドーと呼ばれる。）として
視認される。
【００３１】
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　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、１個の絵素が偶数個の
画素によって規定される液晶表示装置の表示品位を向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【００３２】
　本発明による液晶表示装置は、複数の行および複数の列を含むマトリクス状に配列され
た複数の画素を有し、前記複数の画素のそれぞれに設けられた画素電極、前記画素電極に
電気的に接続されたスイッチング素子、行方向に延びる複数本の走査線および列方向に延
びる複数本の信号線を有するアクティブマトリクス基板と、前記アクティブマトリクス基
板に対向する対向基板と、前記アクティブマトリクス基板と前記対向基板との間に設けら
れた液晶層と、前記複数本の信号線のそれぞれに正極性または負極性の階調電圧を表示信
号として供給する信号線駆動回路と、を備え、前記複数の画素は、互いに異なる色を表示
するｍ種類（ｍは４以上の偶数）の画素を含む液晶表示装置であって、前記複数本の信号
線のうち、前記ｍ種類の画素のうちのある１種類の画素を挟んで隣接する２本の信号線に
は、互いに同じ極性の階調電圧が供給され、前記アクティブマトリクス基板は、列方向に
延び、前記２本の信号線の間に設けられた付加信号線であって、前記２本の信号線に供給
される階調電圧とは逆の極性の階調電圧を供給される付加信号線をさらに有する。
【００３３】
　ある好適な実施形態において、前記複数の画素は、前記ｍ種類の画素が行方向に沿って
同じ順で繰り返し並ぶように配列されている。
【００３４】
　ある好適な実施形態において、前記ｍ種類の画素のうちの前記ある１種類の画素の開口
率は、他の少なくとも１種類の画素の開口率よりも低い。
【００３５】
　ある好適な実施形態において、前記付加信号線は、前記複数本の信号線のうちの前記２
本の信号線とは異なる信号線に電気的に接続されており、前記ｍ種類の画素のうち、前記
付加信号線が接続された信号線を介して前記画素電極に階調電圧を印加される画素は、他
の少なくとも１種類の画素よりも小さい。
【００３６】
　ある好適な実施形態において、前記複数の画素は、赤を表示する赤画素、緑を表示する
緑画素、青を表示する青画素および黄を表示する黄画素を含む。
【００３７】
　ある好適な実施形態において、前記２本の信号線の間に位置する前記ある１種類の画素
は、前記緑画素および前記黄画素の一方である。
【００３８】
　ある好適な実施形態において、前記付加信号線は、前記複数本の信号線のうちの前記２
本の信号線とは異なる信号線に電気的に接続されており、前記ｍ種類の画素のうち、前記
付加信号線が接続された信号線を介して前記画素電極に階調電圧を印加される画素は、前
記緑画素および前記黄画素の他方である。
【００３９】
　ある好適な実施形態において、前記付加信号線は、前記複数本の信号線のうちの前記２
本の信号線とは異なる信号線に電気的に接続されており、前記ｍ種類の画素のうち、前記
付加信号線が接続された信号線を介して前記画素電極に階調電圧を印加される画素は、前
記緑画素または前記黄画素である。
【００４０】
　ある好適な実施形態において、前記アクティブマトリクス基板は、行方向に延びる補助
容量線と、前記補助容量線に略平行に延び、前記補助容量線に電気的に接続された冗長補
助容量線と、をさらに有する。
【００４１】
　ある好適な実施形態において、前記付加信号線は、前記スイッチング素子に電気的に接
続されていない。
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【００４２】
　ある好適な実施形態において、前記複数本の信号線のうち、前記ｍ種類の画素のうちの
前記ある１種類の画素以外の画素を挟んで隣接する２本の信号線には、互いに逆の極性の
階調電圧が供給される。
【００４３】
　ある好適な実施形態において、本発明による液晶表示装置は、それぞれが行方向に沿っ
て連続するｍ個の画素によって規定される複数の絵素を有し、前記複数の絵素のそれぞれ
内で、隣接する２個の画素の前記画素電極には、互いに逆の極性の階調電圧が印加され、
前記複数の絵素のうちの行方向に沿って隣接する２個の絵素において、同じ色を表示する
画素の前記画素電極には、互いに逆の極性の階調電圧が印加される。
【００４４】
　ある好適な実施形態において、前記信号線駆動回路は、行方向に沿って並ぶ複数の出力
端子を有し、前記複数の出力端子は、行方向に沿って連続するｍ個の出力端子がそれぞれ
に属する複数の出力端子群を含み、前記複数の出力端子群のそれぞれ内で、互いに隣接す
る２個の出力端子は、互いに逆の極性の階調電圧を出力し、前記複数の出力端子群のうち
の行方向に沿って隣接する２つの出力端子群において、同じ番目の出力端子は、互いに逆
の極性の階調電圧を出力する。
【００４５】
　ある好適な実施形態において、前記信号線駆動回路は、行方向に沿って並ぶ複数の出力
端子を有し、前記複数の出力端子のうちの互いに隣接する２個の出力端子は、互いに逆の
極性の階調電圧を出力し、前記液晶表示装置は、前記複数本の信号線と前記複数の出力端
子とが一対一で接続された接続領域を有し、前記接続領域は、ｉ番目（ｉは自然数）の信
号線とｉ番目の出力端子とが接続された順接続領域と、ｊ番目（ｊはｉとは異なる自然数
）の信号線と（ｊ＋１）番目の出力端子とが接続され、且つ、（ｊ＋１）番目の信号線と
ｊ番目の出力端子とが接続された逆転接続領域と、を有する。
【００４６】
　本発明による表示欠陥修正方法は、前記アクティブマトリクス基板に前記補助容量線お
よび前記冗長補助容量線が設けられた構成を有する液晶表示装置の表示欠陥修正方法であ
って、前記複数本の信号線のうちから、前記複数本の走査線のいずれかと短絡している信
号線または断線している信号線を特定する工程と、前記特定された信号線の短絡発生箇所
または断線発生箇所を表示信号が迂回するように、前記付加信号線および前記冗長補助容
量線を用いて迂回経路を形成する工程と、を包含する。
【００４７】
　ある好適な実施形態において、前記迂回経路を形成する工程は、短絡発生箇所または断
線発生箇所よりも上流側に位置する前記冗長補助容量線と前記特定された信号線とを電気
的に接続する工程と、前記上流側の冗長補助容量線と前記付加信号線とを電気的に接続す
る工程と、短絡発生箇所または断線発生箇所よりも下流側に位置する前記冗長補助容量線
と前記特定された信号線とを電気的に接続する工程と、前記下流側の冗長補助容量線と前
記付加信号線とを電気的に接続する工程と、前記上流側の冗長補助容量線、前記下流側の
冗長補助容量線および前記付加信号線をそれぞれ所定の箇所で切断する工程と、を含む。
【発明の効果】
【００４８】
　本発明によると、１個の絵素が偶数個の画素によって規定される液晶表示装置の表示品
位を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図である。
【図２】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図であり、
１行８列に配置された８個の画素（行方向に沿って隣接する２個の絵素Ｐ）に対応した領
域を示す平面図である。
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【図３】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図であり、
図２中の３Ａ－３Ａ’線に沿った断面図である。
【図４】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図である。
【図５】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図であり、
図２中の５Ａ－５Ａ’線に沿った断面図である。
【図６】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図であり、
１行８列に配置された８個の画素（行方向に沿って隣接する２個の絵素Ｐ）に対応した領
域を示す平面図である。
【図７】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置２００を模式的に示す図であり、
１行８列に配置された８個の画素（行方向に沿って隣接する２個の絵素Ｐ）に対応した領
域を示す平面図である。
【図８】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置２００を模式的に示す図である。
【図９】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置３００を模式的に示す図であり、
１行８列に配置された８個の画素（行方向に沿って隣接する２個の絵素Ｐ）に対応した領
域を示す平面図である。
【図１０】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置３００の信号線１３に断線が発
生した場合の修正方法を説明するための図である。
【図１１】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置３００の信号線１３に断線が発
生した場合の修正方法を説明するための図である。
【図１２】液晶表示パネル１の画素配置の他の例を示す図である。
【図１３】液晶表示パネル１の画素配置のさらに他の例を示す図である。
【図１４】横シャドーの発生を防止し得る反転駆動を実現するための他の構成を示す図で
ある。
【図１５】従来の液晶表示装置８００を模式的に示す図である。
【図１６】従来の液晶表示装置９００を模式的に示す図である。
【図１７】三原色液晶表示装置にドット反転駆動を行った場合の各画素への印加電圧の極
性を示す図である。
【図１８】従来の液晶表示装置８００にドット反転駆動を行った場合の各画素への印加電
圧の極性を示す図である。
【図１９】従来の液晶表示装置９００にドット反転駆動を行った場合の各画素への印加電
圧の極性を示す図である。
【図２０】（ａ）～（ｄ）は、横シャドーが発生する理由を説明するための図である。
【図２１】従来の液晶表示装置１０００を模式的に示す図である。
【図２２】（ａ）および（ｂ）は、従来の液晶表示装置１０００において表示品位の低下
が発生する理由を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００５０】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態を説明する。なお、本発明は以下の実施形
態に限定されるものではない。
【００５１】
　（実施形態１）
　図１に、本実施形態における液晶表示装置１００を示す。液晶表示装置１００は、図１
に示すように、複数の行および複数の列を含むマトリクス状に配列された複数の画素を有
する液晶表示パネル１と、液晶表示パネル１に駆動信号を供給する走査線駆動回路（ゲー
トドライバ）２および信号線駆動回路（ソースドライバ）３とを備える。
【００５２】
　液晶表示パネル１の複数の画素は、赤を表示する赤画素Ｒ、緑を表示する緑画素Ｇ、青
を表示する青画素Ｂおよび黄を表示する黄画素Ｙを含む。つまり、複数の画素は、互いに
異なる色を表示する４種類の画素を含む。
【００５３】



(10) JP 5204314 B2 2013.6.5

10

20

30

40

50

　これら複数の画素は、行方向に沿って４種類の画素が同じ順で繰り返し並ぶように配列
されている。図１に示す例では、複数の画素は、図中左側から右側に向かって赤画素Ｒ、
緑画素Ｇ、青画素Ｂ、黄画素Ｙの順で循環的に配列されている。行方向に沿って連続する
４個の画素（赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび黄画素Ｙ）によって、カラー表示を行
う最小の単位である１個の絵素Ｐが規定される。
【００５４】
　図２および図３に、液晶表示装置１００が備える液晶表示パネル１の具体的な構造を示
す。図２は、液晶表示パネル１の複数の画素のうち、１行８列に配置された８個の画素（
行方向に沿って隣接する２個の絵素Ｐ）に対応した領域を示す平面図である。図３は、行
方向に沿って隣接する２個の画素に対応した領域を示す断面図であり、図２中の３Ａ－３
Ａ’線に沿った断面図である。
【００５５】
　液晶表示パネル１は、アクティブマトリクス基板１０と、アクティブマトリクス基板１
０に対向する対向基板２０と、アクティブマトリクス基板１０と対向基板２０との間に設
けられた液晶層３０とを有する。
【００５６】
　アクティブマトリクス基板１０は、複数の画素のそれぞれに設けられた画素電極１１と
、画素電極１１に電気的に接続された薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１４と、行方向に延び
る複数本の走査線１２と、列方向に延びる複数本の信号線１３とを有する。スイッチング
素子として機能するＴＦＴ１４は、対応する走査線１２から走査信号を供給され、対応す
る信号線１３から表示信号を供給される。
【００５７】
　走査線１２は、絶縁性を有する透明基板（例えばガラス基板）１０ａ上に設けられてい
る。また、透明基板１０ａ上には、行方向に延びる（つまり走査線１２に略平行に延びる
）補助容量線１５も設けられている。ここで例示する構造では、補助容量線１５は、走査
線１２と同じ導電膜から形成されている。補助容量線１５には補助容量対向電圧（ＣＳ電
圧）が供給される。
【００５８】
　走査線１２および補助容量線１５を覆うように、ゲート絶縁膜１６が設けられている。
ゲート絶縁膜１６上に、信号線１３が設けられている。信号線１３を覆うように、層間絶
縁膜１８が設けられている。層間絶縁膜１８上に、画素電極１１が設けられている。
【００５９】
　対向基板２０は、画素電極１１に対向する対向電極２１を有する。対向電極２１は、絶
縁性を有する透明基板（例えばガラス基板）２０ａ上に設けられている。ここでは図示し
ていないが、対向基板２０は、典型的には、カラーフィルタ層および遮光層（ブラックマ
トリクス）をさらに有する。カラーフィルタ層は、赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび
黄画素Ｙに対応するように、赤色の光を透過する赤カラーフィルタ、緑色の光を透過する
緑カラーフィルタ、青色の光を透過する青カラーフィルタおよび黄色の光を透過する黄カ
ラーフィルタを含んでいる。遮光層は、これらのカラーフィルタの間に設けられている。
【００６０】
　アクティブマトリクス基板１０および対向基板２０の最表面（液晶層３０側の最表面）
には、配向膜１９および２９が形成されている。配向膜１９および２９としては、表示モ
ードに応じて水平配向膜または垂直配向膜が設けられる。
【００６１】
　液晶層３０は、表示モードに応じて正または負の誘電異方性を有する液晶分子を含む。
液晶層３０は、さらに、必要に応じてカイラル剤を含む。
【００６２】
　上述した構造を有する液晶表示パネル１では、画素電極１１と、画素電極１１に対向す
る対向電極２１と、これらの間に位置する液晶層３０とによって液晶容量ＣLCが構成され
る。また、画素電極１１と、補助容量線１５と、これらの間に位置するゲート絶縁膜１６
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および層間絶縁膜１８とによって補助容量ＣCSが構成される。液晶容量ＣLCと、液晶容量
ＣLCに並列に設けられた補助容量ＣCSとによって、画素容量Ｃｐｉｘが構成される。なお
、補助容量ＣCSの構成は、ここで例示したものに限定されない。例えば、信号線１３と同
じ導電膜から補助容量電極を形成し、この補助容量電極と、補助容量線１５と、これらの
間に位置するゲート絶縁膜１６とによって補助容量ＣCSを構成してもよい。
【００６３】
　以下、さらに図４および図５も参照しながら、液晶表示装置１００の構成をより詳しく
説明する。図４は、走査線駆動回路２および信号線駆動回路３と、液晶表示パネル１との
接続関係を示す図である。図５は、図２中の５Ａ－５Ａ’線に沿った断面図である。
【００６４】
　走査線駆動回路２は、液晶表示パネル１の複数本の走査線１２に接続されており、複数
本の走査線１２のそれぞれに走査信号を供給する。一方、信号線駆動回路３は、液晶表示
パネル１の複数本の信号線１３に接続されており、複数本の信号線１３のそれぞれに表示
信号を供給する。信号線駆動回路３は、図４に示すように、行方向に沿って並ぶ複数の出
力端子３ａを有する。複数の出力端子３ａと、複数本の信号線１３とは、一対一で接続さ
れる。個々の出力端子３ａからは、正極性または負極性の階調電圧が出力される。従って
、信号線駆動回路３は、各信号線１３に、正極性または負極性の階調電圧を表示信号とし
て供給する。
【００６５】
　階調電圧の極性は、対向電極２１に供給される電圧（対向電圧）を基準として決定され
る。図２および図４には、ある水平走査期間において信号線駆動回路３の出力端子３ａか
ら出力される（つまり信号線１３に供給される）階調電圧の極性と、信号線１３およびＴ
ＦＴ１４を介して画素電極１１に印加される階調電圧の極性とが「＋」または「－」で示
されている。
【００６６】
　図２および図４に示すように、複数の絵素Ｐのそれぞれ内で、互いに隣接する２個の画
素の画素電極１１には、互いに逆の極性の階調電圧が印加される。また、ここでは図示し
ていないが、列方向に沿って互いに隣接する２個の画素電極１１にも、互いに逆の極性の
階調電圧が印加される。
【００６７】
　このように、液晶表示装置１００では、列方向について１画素ごとに階調電圧の極性が
反転しており、行方向についても各絵素Ｐ内で１画素ごとに階調電圧の極性が反転してい
る。つまり、ドット反転駆動に近い反転駆動が行われるので、ドット反転駆動と同様の効
果（例えばフリッカの発生の抑制効果）が得られる。
【００６８】
　また、液晶表示装置１００では、複数の絵素Ｐのうちの行方向に沿って隣接する２個の
絵素Ｐにおいて、同じ色を表示する画素の画素電極１１には、互いに逆の極性の階調電圧
が印加される。そのため、行方向に沿って同色画素への印加電圧の極性が揃うことがなく
、横シャドーの発生を防止することができる。
【００６９】
　上記の反転駆動（横シャドーの発生を防止し得る反転駆動）は、例えば、信号線駆動回
路３が図４に示している構成を有することによって実現できる。図４に示す構成では、信
号線駆動回路３の複数の出力端子３ａは、複数の絵素Ｐに対応するように、行方向に沿っ
て連続する４個の出力端子３ａがそれぞれに属する複数の出力端子群３ｇを含んでいる。
【００７０】
　複数の出力端子群３ｇのそれぞれ内で、互いに隣接する２個の出力端子３ａは、互いに
逆の極性の階調電圧を出力する。例えば、図４中のもっとも左側の出力端子群３ｇ内では
、左側から１番目および３番目の出力端子３ａが正極性の階調電圧を出力しているのに対
し、左側から２番目および４番目の出力端子３ａは負極性の階調電圧を出力している。
【００７１】
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　また、複数の出力端子群３ｇのうちの行方向に沿って隣接する２つの出力端子群３ｇに
おいて、同じ番目の出力端子３ａは、互いに逆の極性の階調電圧を出力する。例えば、既
に述べたように、図４中のもっとも左側の出力端子群３ｇにおいては、左側から１番目お
よび３番目の出力端子３ａが正極性の階調電圧を出力し、左側から２番目および４番目の
出力端子３ａが負極性の階調電圧を出力している。これに対し、その右側に隣接する出力
端子群３ｇにおいては、左側から１番目および３番目の出力端子３ａが負極性の階調電圧
を出力し、左側から２番目および４番目の出力端子３ａが正極性の階調電圧を出力してい
る。
【００７２】
　このような構成を信号線駆動回路３が有していることにより、横シャドーの発生を防止
し得る反転駆動を実現できる。ただし、このような反転駆動を行う場合、４種類の画素の
うちのある１種類の画素を挟んで隣接する２本の信号線１３には、互いに同じ極性の階調
電圧が供給されることになる。
【００７３】
　図２および図４に示す例では、赤画素Ｒ、緑画素Ｇおよび青画素Ｂのそれぞれを挟んで
隣接する２本の信号線１３には、互いに逆の極性の階調電圧が供給される。これに対し、
黄画素Ｙを挟んで隣接する２本の信号線１３には、互いに同じ極性の階調電圧が供給され
る。
【００７４】
　図２１に示した従来の液晶表示装置１０００では、同じ極性の階調電圧を供給される信
号線１０１３に挟まれた画素では、表示輝度が本来のレベルからずれ、表示品位が低下し
てしまう。しかしながら、本実施形態の液晶表示装置１００は、以下に説明する構造を有
しているので、このような表示品位の低下が抑制される。
【００７５】
　液晶表示装置１００のアクティブマトリクス基板１０は、図２～図５に示すように、黄
画素Ｙを挟んで隣接する２本の信号線１３（黄画素Ｙ用の信号線１３および赤画素Ｒ用の
信号線１３）の間に設けられた付加信号線（ダミー信号線）１３Ｄを有する。付加信号線
１３Ｄは、列方向に（つまり信号線１３に略平行に）延びる。また、付加信号線１３Ｄは
、より具体的には、黄画素Ｙの画素電極１１と赤画素Ｒ用の信号線１３との間に位置する
。黄画素Ｙ（黄画素Ｙの列）に対応して設けられるこの付加信号線１３Ｄは、黄画素Ｙを
挟んで隣接する２本の信号線１３に供給される階調電圧とは逆の極性の階調電圧を供給さ
れる。
【００７６】
　このような階調電圧の供給が可能となるように、付加信号線１３は、黄画素Ｙ用の（つ
まり黄画素ＹのＴＦＴ１４に接続された）信号線１３および赤画素Ｒ用の（つまり赤画素
ＲのＴＦＴ１４に接続された）信号線１３とは異なる信号線１３に電気的に接続されてい
る。付加信号線１３は、具体的には、緑画素Ｇ用の（つまり緑画素ＧのＴＦＴ１４に接続
された）信号線１３に電気的に接続されている。
【００７７】
　本実施形態では、図２および図５に示すように、アクティブマトリクス基板１０に走査
信号線１２と同じ導電膜から形成された接続電極１２’が設けられている。接続電極１２
’は、ゲート絶縁膜１６に形成されたコンタクトホール１６ａおよび１６ｂにおいて、付
加信号線１３Ｄおよび緑画素Ｇ用の信号線１３に接続されている。そのため、付加信号線
１３Ｄは、接続電極１２’を介して緑画素Ｇ用の信号線１３に電気的に接続されている。
接続電極１２’は、典型的には、表示領域外に設けられている。
【００７８】
　付加信号線１３Ｄは、ＴＦＴ１４には電気的に接続されていない。従って、付加信号線
１３Ｄは、ＴＦＴ１４を介して画素電極１１に階調電圧を供給するという信号線１３本来
の機能は有していない。
【００７９】
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　上述したように、本実施形態の液晶表示装置１００では、黄画素Ｙを挟んで隣接する２
本の信号線１３の間に、これら２本の信号線１３に供給される階調電圧とは逆の極性の階
調電圧を供給される付加信号線（ダミー信号線）１３Ｄが設けられている。従って、黄画
素Ｙの画素電極１１の電位は、黄画素Ｙを挟んで隣接する２本の信号線１３の一方（具体
的には黄画素Ｙ用の信号線１３）と、付加信号線１３Ｄ（黄画素Ｙの画素電極１１に対し
て赤画素Ｒ用の信号線１３よりも近い位置に設けられている）の影響を受ける。つまり、
黄画素Ｙの画素電極１１の電位は、互いに逆の極性の電圧を供給される２本の配線（黄画
素Ｙ用の信号線１３と付加信号線１３Ｄ）の影響を受ける。そのため、赤画素Ｒ、緑画素
Ｇおよび青画素Ｂにおいてだけでなく、黄画素Ｙにおいても、画素充電後のソース・ドレ
イン間容量Ｃｓｄを介したドレイン電圧（画素電極１１の電位）の変動量ΔＶ（式（１）
で表される）がキャンセルされるので、表示輝度の本来のレベルからのずれが抑制される
。その結果、縦シャドーの発生が防止され、表示品位が向上する。
【００８０】
　なお、本実施形態では、同極性の信号線１３間に位置するのが黄画素Ｙであるために、
黄画素Ｙの列に付加信号線１３Ｄが設けられているが、本発明はこれに限定されるもので
はない。同極性の信号線１３間に黄画素Ｙ以外の画素（赤画素Ｒ、緑画素Ｇまたは青画素
Ｂ）が位置してもよく、その場合には、その画素の列に付加信号線１３Ｄを設ければよい
。
【００８１】
　ただし、付加信号線１３Ｄが設けられる画素列は、緑画素Ｇまたは黄画素Ｙの列である
ことが好ましい。つまり、同極性の信号線１３間には、緑画素Ｇまたは黄画素Ｙが位置し
ていることが好ましい。以下、この理由を説明する。
【００８２】
　付加信号線１３Ｄが設けられる画素列の画素は、付加信号線１３Ｄを形成する領域を確
保するために他の画素（他の少なくとも１種類の画素）よりも開口率が低くなりやすい。
例えば、図２に示した構成では、信号線１３のピッチが一定であるので、黄画素Ｙの画素
電極１１は、赤画素Ｒ、緑画素Ｇおよび青画素Ｂの画素電極１１よりも小さい。そのため
、黄画素Ｙの開口率は、赤画素Ｒ、緑画素Ｇおよび青画素Ｂの開口率よりも低い。
【００８３】
　緑色の光や黄色の光は、赤色の光や青色の光に比べて視感度が高いので、緑画素Ｇおよ
び黄画素Ｙは、開口率が低くなっても表示への影響が小さい（つまり開口率を低く設計し
やすい）。そのため、付加信号線１３Ｄが設けられる画素列は、緑画素Ｇまたは黄画素Ｙ
の列であることが好ましい。
【００８４】
　また、赤、緑および青に加えて黄を用いてカラー表示を行う方式の場合、従来の三原色
液晶表示装置のように赤、緑および青のみを用いてカラー表示を行う場合に比べ、白輝度
に対する赤や青（つまり相対的に視感度の低い色）の相対輝度が低下するので、特定の態
様の表示を行ったときに、表示される赤や青の明度が低下してしまう。例えば、白やグレ
ーの背景中に赤や青の単色表示（赤や青のウインドウ表示など）を行った場合に、表示さ
れる赤や青がどす黒くなってしまう。付加信号線１３Ｄを緑画素Ｇまたは黄画素Ｙの列に
設ける構成では、既に述べたように緑画素Ｇまたは黄画素Ｙの開口率が他の画素よりも低
くなりやすいので、逆に言えば、赤画素Ｒおよび青画素Ｂの開口率を相対的に高くするこ
とができる。そのため、付加信号線１３Ｄを緑画素Ｇまたは黄画素Ｙの列に設ける構成は
、赤や青の明度を高くできるという利点も得られる。
【００８５】
　なお、図２には、付加信号線１３Ｄが設けられる画素列の画素である黄画素Ｙ以外の３
種類の画素（赤画素Ｒ、緑画素Ｇおよび青画素Ｂ）の大きさがほぼ同じである構成を示し
ているが、図６に示すように、付加信号線１３Ｄが接続された信号線１３を介して画素電
極１１に階調電圧を印加される画素（ここでは緑画素Ｇ）が、他の画素（他の少なくとも
１種類の画素）よりも小さいことがさらに好ましい。このような構成を採用すると、付加
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信号線１３Ｄが接続されている信号線１３の負荷の増大が抑制される。
【００８６】
　なお、既に述べたことからもわかるように、緑画素Ｇおよび黄画素Ｙは、サイズが小さ
くなっても表示への影響が小さい（つまり画素自体を小さく設計しやすい）。そのため、
付加信号線１３Ｄが接続された信号線１３を介して画素電極１１に階調電圧を印加される
画素は、緑画素Ｇまたは黄画素Ｙであることが好ましい。つまり、緑画素Ｇ用の信号線１
３または黄画素Ｙ用の信号線１３に付加信号線１３Ｄを接続することが好ましい。
【００８７】
　上述したように、付加信号線１３Ｄは、緑画素Ｇまたは黄画素Ｙの列に設けることが好
ましく、また、付加信号線１３Ｄは、緑画素Ｇ用の信号線１３または黄画素Ｙ用の信号線
１３に接続することが好ましい。従って、互いに同じ極性の階調電圧を供給される２本の
信号線１３の間に位置する画素は、緑画素Ｇおよび黄画素Ｙの一方であり、付加信号線１
３Ｄが接続された信号線１３を介して画素電極１１に階調電圧を印加される画素は、緑画
素Ｇおよび黄画素Ｙの他方であることが好ましい。
【００８８】
　（実施形態２）
　図７および図８を参照しながら、本実施形態における液晶表示装置２００を説明する。
以下の説明では、液晶表示装置２００が実施形態１における液晶表示装置１００と異なる
点を中心に説明を行う。
【００８９】
　実施形態１における液晶表示装置１００の複数の画素は、図１などに示したように、左
側から右側に向かって赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂ、黄画素Ｙの順で循環的に配列され
ている。これに対し、本実施形態２における液晶表示装置２００の複数の画素は、図７お
よび図８に示しているように、左側から右側に向かって緑画素Ｇ、青画素Ｂ、赤画素Ｒ、
黄画素Ｙの順で循環的に配列されている。
【００９０】
　液晶表示装置２００においても、黄画素Ｙを挟んで隣接する２本の信号線１３には、互
いに同じ極性の階調電圧が供給される。ただし、液晶表示装置２００においては、黄画素
Ｙの右側には赤画素Ｒではなく緑画素Ｇが隣接しているので、黄画素Ｙを挟んで隣接する
２本の信号線１３は、黄画素Ｙ用の信号線１３と緑画素Ｇ用の信号線１３である。これら
２本の信号線１３の間には、青画素Ｂ用の信号線１３に電気的に接続され、これら２本の
信号線１３とは逆の極性の階調電圧を供給される付加信号線１３Ｄが設けられている。そ
のため、本実施形態における液晶表示装置２００においても、縦シャドーの発生が防止さ
れる。
【００９１】
　（実施形態３）
　図９を参照しながら、本実施形態における液晶表示装置３００を説明する。以下の説明
では、液晶表示装置３００が実施形態１における液晶表示装置１００と異なる点を中心に
説明を行う。
【００９２】
　液晶表示装置３００においても、黄画素Ｙを挟んで隣接する２本の信号線１３には、互
いに同じ極性の階調電圧が供給されるが、これら２本の信号線１３の間には、これら２本
の信号線１３とは逆の極性の階調電圧を供給される付加信号線１３Ｄが設けられているの
で、縦シャドーの発生が防止される。
【００９３】
　また、本実施形態における液晶表示装置３００では、補助容量線１５に略平行に延び（
つまり行方向に延び）、補助容量線１５に電気的に接続された冗長補助容量線１５Ｒが設
けられている。補助容量線１５と冗長補助容量線１５Ｒとは、接続部１５ｃを介して電気
的に接続されている。ここでは、補助容量線１５、冗長補助容量線１５Ｒおよび接続部１
５ｃは、同じ導電膜から一体に形成されている。
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【００９４】
　上述したような冗長補助容量線１５Ｒが設けられていることにより、信号線１３の断線
や、信号線１３と走査線１２との短絡に起因した表示欠陥を容易に修正することができる
ので、歩留りの低下が抑制される。以下、図１０を参照しながら、冗長補助容量線１５Ｒ
を用いた表示欠陥修正方法を具体的に説明する。
【００９５】
　まず、複数本の信号線１３のうちから、複数の走査線１２のいずれかと短絡している信
号線１３または断線している信号線１３を特定する。例えば、液晶表示装置３００を表示
動作させ、表示欠陥を呈する画素を目視で（例えばルーペを用いて）特定する。これによ
り、表示欠陥を呈する画素に表示信号を供給するための信号線１３が、短絡や断線の発生
している信号線１３であると特定される。
【００９６】
　次に、図１０に示すように、特定された信号線１３の短絡発生箇所または断線発生箇所
を表示信号が迂回するように、付加信号線１３Ｄおよび冗長補助容量線１５Ｒを用いて迂
回経路を形成する。
【００９７】
　図１０には、黄画素Ｙ用の信号線１３が断線している場合を示している。この場合、ま
ず、断線の発生箇所Ｂｒよりも上流側（断線の発生箇所Ｂｒに対して信号線駆動回路３側
）で、黄画素Ｙ用の信号線１３と冗長補助容量線１５Ｒとを電気的に接続する（接続箇所
Ｃｏ１）。この電気的な接続は、例えば、レーザ光の照射により信号線１３と冗長補助容
量線１５Ｒとを溶融接続することにより行うことができる（以降に説明する配線同士の電
気的な接続についても同様に行うことができる）。次に、その冗長補助容量線１５Ｒと付
加信号線１３Ｄとを電気的に接続する（接続箇所Ｃｏ２）。続いて、冗長補助容量線１５
Ｒを接続箇所Ｃｏ１およびＣｏ２よりも外側で切断し（切断箇所Ｃｕ１、Ｃｕ２）、さら
に、接続部１５ｃを切断する（切断箇所Ｃｕ３）ことにより、冗長補助容量線１５Ｒの接
続箇所Ｃｏ１から接続箇所Ｃｏ２までの部分を補助容量線１５から電気的に切り離す。冗
長補助容量線１５Ｒおよび接続部１５ｃの切断は、例えば、レーザ光の照射により冗長補
助容量線１５Ｒおよび接続部１５ｃを溶断することにより行うことができる（以降に説明
する配線の切断についても同様に行うことができる）。
【００９８】
　次に、接続箇所Ｃｏ２よりも上流側で、付加信号線１３Ｄを切断する（切断箇所Ｃｕ４
）。これにより、付加信号線１３Ｄの切断箇所Ｃｕ４よりも下流側の部分が緑画素Ｇ用の
信号線１３から（つまり信号線駆動回路３から）電気的に切り離される。
【００９９】
　続いて、断線の発生箇所Ｂｒよりも下流側（断線の発生箇所Ｂｒに対して信号線駆動回
路３とは反対側）で、黄画素Ｙ用の信号線１３と冗長補助容量線１５Ｒとを電気的に接続
し（接続箇所Ｃｏ３）、次に、その冗長補助容量線１５Ｒと付加信号線１３Ｄとを電気的
に接続する（接続箇所Ｃｏ４）。続いて、冗長補助容量線１５Ｒを接続箇所Ｃｏ３および
Ｃｏ４よりも外側で切断し（切断箇所Ｃｕ５、Ｃｕ６）、さらに、接続部１５ｃを切断す
る（切断箇所Ｃｕ７）ことにより、冗長補助容量線１５Ｒの接続箇所Ｃｏ３から接続箇所
Ｃｏ４までの部分を補助容量線１５から電気的に切り離す。
【０１００】
　上述したような配線同士の接続および配線の切断により、断線発生箇所Ｂｒよりも上流
側の冗長補助容量線１５Ｒの一部（接続箇所Ｃｏ１から接続箇所Ｃｏ２までの部分）、付
加信号線１３Ｄの一部（接続箇所Ｃｏ２から接続箇所Ｃｏ４までの部分）および断線発生
箇所Ｂｒよりも下流側の冗長補助容量線１５Ｒの一部（接続箇所Ｃｏ３から接続箇所Ｃｏ
４までの部分）が、断線発生箇所Ｂｒを迂回して表示信号を伝達する迂回経路として機能
する。そのため、黄画素Ｙ用の信号線１３の断線発生箇所Ｂｒよりも下流側の部分は、本
来のように階調電圧の供給を行うことができるようになる。
【０１０１】
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　なお、ここでは信号線１３に断線が発生している場合を例示したが、信号線１３に走査
線１２との短絡が発生している場合にも同様に迂回経路を形成することにより、表示欠陥
を修正することができる。
【０１０２】
　上述したように、迂回経路を形成する工程は、短絡発生箇所または断線発生箇所よりも
上流側に位置する冗長補助容量線１５Ｒと特定された信号線１３とを電気的に接続する工
程と、上流側の冗長補助容量線１５Ｒと付加信号線１３Ｄとを電気的に接続する工程と、
短絡発生箇所または断線発生箇所よりも下流側に位置する冗長補助容量線１５Ｒと特定さ
れた信号線１３とを電気的に接続する工程と、下流側の冗長補助容量線１５Ｒと付加信号
線１３Ｄとを電気的に接続する工程と、上流側の冗長補助容量線１５Ｒ、下流側の冗長補
助容量線１５Ｒおよび付加信号線１３Ｄをそれぞれ所定の箇所で切断する工程と、を含む
。
【０１０３】
　なお、付加信号線１３Ｄの迂回経路として機能する部分よりも下流側の部分は、そのま
までは、黄画素Ｙ用の信号線１３に電気的に接続されているので、図１１を参照しながら
以下に説明するように、緑画素Ｇ用の信号線１３に再び接続することが好ましい。
【０１０４】
　図１１に示すように、まず、迂回経路として用いた冗長補助容量線１５Ｒよりも下流側
の冗長補助容量線１５Ｒと付加信号線１３Ｄとを電気的に接続し（接続箇所Ｃｏ５）、次
に、その冗長補助容量線１５Ｒと緑画素Ｇ用の信号線１３とを電気的に接続する（接続箇
所Ｃｏ６）。続いて、冗長補助容量線１５Ｒを接続箇所Ｃｏ５およびＣｏ６よりも外側で
切断し（切断箇所Ｃｕ８、Ｃｕ９）、さらに、接続部１５ｃを切断する（切断箇所Ｃｕ１
０）ことにより、冗長補助容量線１５Ｒの接続箇所Ｃｏ５から接続箇所Ｃｏ６までの部分
を補助容量線１５から電気的に切り離す。その後、接続箇所Ｃｏ５よりも上流側（より具
体的には接続箇所Ｃｏ４と接続箇所Ｃｏ５との間）で、付加信号線１３Ｄを切断する（切
断箇所Ｃｕ１１）。このようにして、付加信号線１３Ｄの、迂回経路として機能する部分
よりも下流側の部分を、冗長補助容量線１５Ｒの一部（接続箇所Ｃｏ５から接続箇所Ｃｏ
６までの部分）を介して緑画素Ｇ用の信号線１３に電気的に接続することができ、縦シャ
ドーの発生を防止する効果を維持することができる。
【０１０５】
　なお、上記の実施形態１～３の説明では、４種類の画素が行方向に沿って並ぶ構成を例
示したが、本発明はこれに限定されるものではない。本発明は、ｍ種類（ｍは４以上の偶
数）の画素を含む液晶表示装置に広く用いられる。例えば、図１２に示す液晶表示パネル
１のように、６種類の画素が含まれていてもよい。図１２に示す構成では、複数の画素は
、赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび黄画素Ｙに加え、シアンを表示するシアン画素Ｃ
およびマゼンタを表示するマゼンタ画素Ｍを含んでおり、行方向に沿って連続する６個の
画素によって１個の絵素Ｐが規定される。
【０１０６】
　また、各絵素Ｐを規定する画素の種類（組み合わせ）も、上述した例に限定されるもの
ではない。例えば、各絵素Ｐが４個の画素によって規定される場合、赤画素Ｒ、緑画素Ｇ
、青画素Ｂおよびシアン画素Ｃによって各絵素Ｐが規定されてもよいし、赤画素Ｒ、緑画
素Ｇ、青画素Ｂおよびマゼンタ画素Ｍによって各絵素Ｐが規定されてもよい。また、図１
３に示すように、各絵素Ｐが赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび白画素Ｗによって規定
されてもよい。図１３に示す構成を採用する場合、対向基板２０のカラーフィルタ層の白
画素Ｗに対応する領域には、無色透明な（つまり白色の光を透過する）カラーフィルタが
設けられる。図１３の構成では、追加された原色が白であるため、色再現範囲を広くする
という効果は得られないが、１個の絵素Ｐ全体の表示輝度を向上させることができる。
【０１０７】
　なお、図１、図１２および図１３等に例示した構成では、絵素Ｐ内でｍ種類の画素が１
行ｍ列に配置されており、カラーフィルタの配列がいわゆるストライプ配列であるが、本
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発明はこれに限定されない。行方向に沿ってｍ種類の画素が並んでいればよく、１つの絵
素Ｐ内で複数の画素がマトリクス状に配置されていてもよい。例えば、各絵素Ｐ内で複数
の画素が２行ｍ列に配置されていてもよい。この場合、１つの絵素Ｐは、２ｍ個の画素に
よって規定される。
【０１０８】
　また、横シャドーの発生を防止し得る反転駆動を実現するための構成は、図４および図
８に例示しているものに限定されない。例えば、図１４に示す構成を採用してもよい。
【０１０９】
　図１４に示す信号線駆動回路３では、複数の出力端子３ａのうちの互いに隣接する２個
の出力端子３ａは、互いに逆の極性の階調電圧を出力する。つまり、信号線駆動回路３か
ら出力される階調電圧の極性は、行方向に沿って必ず反転する。
【０１１０】
　複数の出力端子３ａと複数の信号線１３とが接続される領域を「接続領域」と呼ぶとす
ると、図１４に示す構成では、この接続領域は、２種類の領域Ｒｅ１およびＲｅ２を有す
る。以下、これらの領域Ｒｅ１およびＲｅ２をより詳しく説明する。なお、以下では、複
数の信号線１３のそれぞれを図中の左側から順に１番目の信号線１３、２番目の信号線１
３、３番目の信号線１３、・・・と呼び、同様に、複数の出力端子３ａのそれぞれを図中
の左側から順に１番目の出力端子３ａ、２番目の出力端子３ａ、３番目の出力端子３ａ、
・・・と呼ぶ。
【０１１１】
　図１４に示しているように、領域Ｒｅ１では、ｉ番目（ｉは自然数）の信号線１３とｉ
番目の出力端子３ａとが接続されている。つまり、信号線１３と出力端子３ａとが順番通
りに接続されている。そのため、本願明細書ではこの領域Ｒｅ１を「順接続領域」と呼ぶ
。例えば、図４の左側における順接続領域Ｒｅ１では、１番目の信号線１３と１番目の出
力端子３ａとが接続されており、２番目の信号線１３と２番目の出力端子３ａとが接続さ
れている。また、３番目の信号線１３と３番目の出力端子３ａとが接続されており、４番
目の信号線１３と４番目の出力端子３ａとが接続されている。
【０１１２】
　これに対し、領域Ｒｅ２では、ｊ番目（ｊはｉとは異なる自然数）の信号線１３と（ｊ
＋１）番目の出力端子３ａとが接続され、且つ、（ｊ＋１）番目の信号線１３とｊ番目の
出力端子３ａとが接続されている。つまり、信号線１３と出力端子３ａとは順番通りに接
続されておらず、接続順が逆転している。そのため、本願明細書ではこの領域Ｒｅ２を「
逆転接続領域」と呼ぶ。例えば、図４の左側における逆転接続領域Ｒｅ２では、５番目の
信号線１３と６番目の出力端子３ａとが接続されており、６番目の信号線１３と５番目の
出力端子３ａとが接続されている。また、７番目の信号線１３と８番目の出力端子３ａと
が接続されており、８番目の信号線１３と７番目の出力端子３ａとが接続されている。
【０１１３】
　上述したように順接続領域Ｒｅ１と逆転接続領域Ｒｅ２とが混在していることによって
も、横シャドーの発生を防止し得る反転駆動を実現することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１１４】
　本発明によれば、１個の絵素が偶数個の画素によって規定される液晶表示装置の表示品
位を向上させることができる。本発明は、多原色液晶表示装置に好適に用いられる。
【符号の説明】
【０１１５】
　１　　液晶表示パネル
　２　　走査線駆動回路（ゲートドライバ）
　３　　信号線駆動回路（ソースドライバ）
　３ａ　　出力端子
　１０　　アクティブマトリクス基板
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　１０ａ、２０ａ　　透明基板
　１１　　画素電極
　１２　　走査線
　１２’　　接続電極
　１３　　信号線
　１３Ｄ　　付加信号線（ダミー信号線）
　１４　　薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
　１５　　補助容量線
　１５Ｒ　　冗長補助容量線
　１５ｃ　　接続部
　１６　　ゲート絶縁膜
　１６ａ、１６ｂ　　コンタクトホール
　１８　　層間絶縁膜
　１９、２９　　配向膜
　２０　　対向基板
　２１　　対向電極
　３０　　液晶層
　１００、２００、３００　　液晶表示装置
　Ｐ　　絵素
　Ｒ　　赤画素
　Ｇ　　緑画素
　Ｂ　　青画素
　Ｙ　　黄画素
　Ｃ　　シアン画素
　Ｍ　　マゼンタ画素
　Ｗ　　白画素
　Ｂｒ　　断線の発生箇所
　Ｃｕ１～Ｃｕ１１　　配線の切断箇所
　Ｃｏ１～Ｃｏ６　　配線同士の接続箇所
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有灰阶电压，其极性相反。提供给两条信号线（13）的灰度电压。本发
明改善了液晶显示装置的显示质量，其中每个像素由偶数个像素限定。
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